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人とインタラクションできるコミュニケーション

ロボットはコミュニケーションを通じて様々なこと

を学習する必要があり，これには共同注意と呼ばれ

る能力が重要である．共同注意とはマルチモダリテ

ィで表される情報を利用することで他者と同一の対

象に注意を向ける行動であり，どのモダリティの情

報を用いて共同注意を達成すればよいのかは文脈に

依存するため，これを設計者が予め規定しておくこ

とは容易ではない． 

一方，Baldwin et al.[1]によってヒトの乳児は

18ヶ月ごろまでにラベル付けを行う際に親の視線情

報を利用するようになることが知られている．これ

は乳児がラベルというモダリティによる共同注意を

学習するために別モダリティである視線の情報を利

用していることを示し，マルチモダリティの情報を

統合した共同注意が獲得され始めていることを示し

ている．しかし，その詳細なメカニズムは明らかで

ない． 

そこで本研究では視線による共同注意とラベルに

よる共同注意が同時獲得可能な学習メカニズムを提

案することを通じて，複数のモジュールからなるマ

ルチモーダルな共同注意システムを自律的に構築で

きるロボットの実現および幼児の共同注意能力発達

の理解を試みる． 

Nagai et al.[2]はロボットを用いて教示者の顔の

視覚情報と自身の頭部を動かすモーターコマンドの

マッピングを学習することにより，視線による共同

注意が獲得可能であることを示している．しかし，

彼らの問題設定では教示者がラベルにより注視対象

を指示することは想定されていない．そこで我々は

視線およびラベルに関するマッピングの両方を考慮

したマルチモーダルな共同注意発達のモデルを提案

する．ここでそれぞれのマッピングのどちらをいつ

使用して共同注意を実現あるいは学習するかを決定

する必要がある．これに対し本研究ではマッピング

の1対1の関係性の強さを示す相互排他度に基づい

て注視対象決定に利用するマッピングの選択やマッ

ピングの学習を行うことで，両マッピングの学習が

促進されることを示す．計算機シミュレーションに

より，実際にマッピング学習の相互促進が見られる

ことを示す．その結果から Butterworth et al.[3]

が示唆しているような乳児の共同注意可能な領域が

徐々に拡大されていく現象はラベルによる共同注意

の発達によって促進されているものである可能性に

ついて議論する． 
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